
休み時間に地震が起こったら 

児童たちは、今までの避難訓練の成果として、教室での地震発生時の対処の方法、その後

の教師引率のもとでの避難方法については理解しており、速やかに行動することができる。

しかし、もしも地震が休憩中に起こったらどうだろう。場所の危険要因を考え、気付き、

安全な避難場所や避難経路を決定することは、防災意識を高める手立てとして有効である。 

〔１時間目〕 

T:「今、地震が起こったら、どうしますか。」 

T:「デジタルナマズを流します、やってみるよ。」 

児童全員が「机の下に隠れる」と答え、実際にデジタルナマズを流しても、迅速に机の下に隠

れることができていた。その後の行動についても、先生の指示を聞き、速やかに避難すること

を確認した。 

T:「休憩中どこにいますか。」 

C:「運動場」「図書室」「自然観察園」… 

T:「もしも、その休憩中、そこで、地震が起こったら、どうしますか。」 

C:「先生がいないから、どうしたらいいかわからない。」 

C：「みんなバラバラなのに…。」 

C：「１人だったらどうしたらいいのかわからない。」 

児童が、休憩中に実際に地震が発生したらどうするかの問いに、未体験のことなので、「どうし

ようか。」「わからない。」というつぶやきが教室に響き、多くの児童が考え込んでいた。その様

子を見て、「今までは、考えたことがないかもしれないけど、いつどこで、地震が起きるかわか

らないので、自分たちで考え、行動できるようにしましょう。」という説明を付け加えた。 

T:「では、休憩中にいるであろう場所を頭で想像して、どんなことが危険か考えましょう。」 

C:「運動場では、サッカーゴールや遊具が倒れるかもしれない。」 

「図書室では、本や本棚が倒れる。」 

① 今、地震が起こったら、どうするかを確認する。 (05/05) 

② もし、休憩中に地震が起きた時のことを考える。 (05/10)

③ その場所のことをしっかりと想像し、危険要因を考える。 (10/20)



 「教室の中で、机が倒れたり、ぐちゃぐちゃになったりする。」 

「自然観察園は、木が倒れるかもしれない。」 

 

児童が、今までの生活体験や知識などからその場所について、あらゆる角度から危険なことを

考えた。自分の選んだ場所だけでなく、友だちの選んだ場所についても危険要因を考え、その

考えを共有させるために、ワークシートに記入させ、そのことを赤い付せんに書き、安全マッ

プに貼らせた。 

 

 

 

 

T:「そこで、どんな行動をしたらいいか考えましょう。」 

C:「建物に近づかないようにし、運動場の真ん中に集まる。」 

「持っているもので頭を隠しながら逃げる。」 

 「机の下に隠れる。」「棚の下敷きにならないように部屋の真ん中に行く。」 

 「みんなで声をかけあって逃げる。」 

 

 

 

T:「では、これから実際にその場所に行き、どのような危険があるかしっかりとまわりを見て

調べ、写真を撮ってきましょう。また、その場から安全にどこに非難するかを考えましょう。」 

 

休憩時間にいるであろうと予想した場所ごとに、グループに分かれ、デジタルカメラを渡し、

調べさせた。実際の場所に行き、危険場所を写真で撮らせることで、実践的な経験を積ませ、

危険を考えることをねらった。その上で、避難経路を考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 既習事項や生活経験から、危険を回避するための行動を考える。  (05/25)

⑤ 実際にその場所に行き、調査し、安全な避難方法を考える。   (20/45)



 

〔２時間目〕 

 

 

 

 

T:「前の時間の写真とその場で見たことや感じたことをグループで話をしましょう。そして、

青の付せんに書き、安全マップに貼りましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予想したことをもとに、その現場に行き、実際に調べることで、活発な意見交流ができ、それ

ぞれの考えの深まりが出た。 

 

 

 

 

T:「安全マップを見て、教室で予想した赤い付せんとその場に行って予想した青い付せんを見

比べて、違いについてまとめよう。」 

 

先生が近くにいなくても、自分たちで考え行動するという視点を持たせ、その状況に応じて、

児童が判断し、行動することができる力を育てる。 

 

① 撮ってきた写真とその場の様子をもとに、グループ内で意見をまとめる。   (15/15)

② 教室で予想したこととその場所に行き、感じ考えたことを比較する。     (10/25)

図書室グループの話し合い 

「行く前は、本棚から本が落ちてきて危ないなと思っていたけど、行ってみて、もしかして

本棚が倒れるかもしれないので、図書メディアから逃げたほうがいいと思った。」 

教室グループの話し合い 

「扉がしまっていて、地震でゆれたら扉が開かなくなるかもしれない。その時は、ベランダ

から非常階段に回って、運動場に逃げよう。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T:「前時と本時の学習を振り返って、勉強する前と今で変わったことについて書きましょう。」 

C:「先生がいる中で、いつも避難訓練していたので、地震が起きても、みんなと一緒で大丈夫

かなと思っていたけど、休憩中、一人でもみんなと声をかけあって逃げようと思います。」 

C:「地震が起きても、もし、1 人でもあわてず、落ち着いて、避難しようと思います。」 

 

T:「今日勉強したことを今度ある避難訓練で実際にやってみて下さい。今度の避難訓練は「休

憩中にもし地震が起こったら」という設定です。」 

T:「あと、その避難訓練の振り返りを安全マップに貼って、このマップは完成です。」 

T:「今回勉強したように、その時々でしっかりと考え落ち着いて行動していきましょう。」 

⑩ 学習を振り返り、印象に残ったことを発表する。    (07/45) 

和室グループ 

「地震が来たら、何かで頭を隠そうと思ったら、和室には何もなかった。あと、もし、フス

マがしまっていたら、開かなくなったり、倒れてきたりするかもしれないので、和室の真

ん中にいくか、早く、運動場に逃げる。」 

自然観察園グループ 

「自然観察園にがけがあり、もし、上から岩が落ちてくると危ないと思っていたけど、上か

ら岩がたくさん落ちてきて、道をふさぐと、危険なので、正門の方にまず行き、フェンス

に沿って、運動場に逃げる。」 

③ グループごとに話したことを交流し、避難場所や方法を決定する。     (13/38) 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


